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在
瀋
陽
日
本
国
総
領
事
の
満
州
国
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

外
務
省
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
「
総
領
事
館
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

第
四
十
回

瀋
陽

中
国
随
一
の
日
本
語
学
習
熱
で
交

流
が
急
激
に
拡
大
」
と
題
し
、
阿
部
孝
哉
在
瀋
陽
日
本
国
総
領
事
（
以
下
、
「
阿
部
総
領
事
」
と
い
う
。
）
に
よ
る

「
日
本
に
対
す
る
高
い
関
心

在
瀋
陽
日
本
国
総
領
事
館
は
、
東
北
三
省
（
遼
寧
省
、
吉
林
省
及
び
黒
竜
江
省
）
を
管
轄
し
て
い
ま
す
が
、
当
館
の
所

在
す
る
瀋
陽
市
が
満
州
事
変
の
勃
発
し
た
奉
天
の
現
在
の
名
称
で
あ
る
と
い
え
ば
、
皆
様
に
も
見
当
が
付
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

東
北
三
省
の
面
積
は
日
本
の
二
倍
強
、
人
口
は
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
で
あ
り
、
遼
寧
省
の
省
都
で
あ
る
瀋
陽
市
は
北

京
、
大
連
、
長
春
、
ハ
ル
ビ
ン
な
ど
の
諸
都
市
を
結
ぶ
鉄
道
と
高
速
道
路
網
の
中
心
に
あ
る
ほ
か
、
朝
鮮
半
島
と
ロ
シ

ア
、
モ
ン
ゴ
ル
を
結
ぶ
鉄
道
の
中
間
地
点
に
位
置
す
る
交
通
の
要
衝
で
す
。

東
北
三
省
は
、
旧
満
州
国
時
代
か
ら
中
国
に
お
け
る
重
化
学
工
業
基
地
と
し
て
中
国
経
済
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
、

『
東
北
振
興
政
策
』
の
下
で
の
近
年
の
経
済
成
長
は
目
覚
ま
し
く
、
わ
が
国
と
の
交
流
が
急
激
に
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

一



日
本
人
に
と
っ
て
日
露
戦
争
の
戦
場
と
な
っ
た
旅
順
や
奉
天
は
か
な
り
知
ら
れ
た
存
在
で
す
が
、
長
春
、
ハ
ル
ビ
ン
と

い
っ
た
内
陸
部
は
か
つ
て
旧
満
州
と
縁
の
あ
っ
た
人
を
除
い
て
は
一
般
の
日
本
人
に
は
な
じ
み
が
薄
い
よ
う
で
す
。
当
館

で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
東
北
三
省
の
様
々
な
情
報
発
信
に
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
。

一
方
、
東
北
地
方
の
人
々
の
日
本
に
対
す
る
関
心
は
極
め
て
高
く
、
日
本
語
学
習
熱
は
中
国
随
一
で
あ
り
、
在
日
中
国

人
留
学
生
の
約
六
割
が
東
北
三
省
出
身
者
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
経
済
水
準
の
向
上
に
伴
う
海
外
旅
行
ブ
ー
ム

に
よ
り
日
本
へ
の
観
光
客
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
現
在
の
週
三
便
の
瀋
陽
成
田
間
フ
ラ
イ
ト
も
遠
か
ら
ず
毎
日
の
運
航
に
な

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

満
州
族
の
清
朝
発
祥
の
地
で
あ
る
瀋
陽
に
は
瀋
陽
故
宮
な
ど
の
世
界
文
化
遺
産
が
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
の
瀋
陽
世
界
園

芸
博
覧
会
（
花
博
）
に
は
内
外
か
ら
千
二
百
万
人
も
の
入
場
が
あ
り
ま
し
た
。
日
中
国
交
正
常
化
三
十
五
周
年
に
当
た
る

〇
七
年
は
日
中
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
年
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
東
北
地
方
を
訪
問
す
る
日
本
人
も
ま
す
ま
す
増
え
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
満
州
事
変
に
始
ま
る
旧
満
州
国
統
治
と
い
う
歴
史
的
背
景
か
ら
当
地
に
反
日
感
情
の
土
壌
が
あ
る

の
は
事
実
で
す
が
、
親
日
的
な
情
緒
も
混
在
し
て
お
り
、
我
々
在
留
邦
人
が
日
常
生
活
で
不
愉
快
な
目
に
遭
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

二



中
国
人
女
性
と
の
結
婚
ト
ラ
ブ
ル

さ
て
、
当
地
は
日
本
と
歴
史
的
に
か
か
わ
り
が
あ
る
土
地
柄
の
せ
い
か
、
中
国
人
女
性
と
結
婚
す
る
日
本
人
男
性
が
多

く
、
結
婚
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
人
女
性
と
付
き
合
っ
て
い
た
某
日
本
人
男
性
は
、
『
女
性
の
た
め
に
高
価
な
衣
類
や
時
計
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
き
た
が
、
い
ざ
結
婚
の
段
に
な
っ
て
相
手
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。
相
手
の
実
家
の
電
話
番
号
は
分
か
っ
て
い
る

が
、
自
分
は
中
国
語
が
で
き
な
い
の
で
何
と
か
連
絡
を
と
っ
て
ほ
し
い
』
と
言
っ
て
当
館
の
窓
口
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
は
当
館
か
ら
相
手
方
に
連
絡
を
と
り
、
当
事
者
間
で
よ
く
話
し
合
っ
て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
�
）
付
き
合
っ
て
い
る
中
国
人
女
性
に
高
価
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
、
い
ざ
結
婚
と
な
っ
た
時
に
連
絡
が

取
れ
な
く
な
る

�
）
結
婚
話
が
こ
じ
れ
、
当
地
滞
在
中
に
相
手
の
女
性
に
所
持
金
や
旅
券
を
持
ち
逃
げ
さ
れ
て
し
ま
う

�
）
結
婚
後
、
相
手
の
女
性
が
日
本
入
国
査
証
（
ビ
ザ
）
を
取
得
し
た
後
に
行
方
を
く
ら
ま
し
て
し
ま
う

�
）
父
親

が
中
国
人
女
性
と
結
婚
後
に
死
亡
し
、
遺
族
と
中
国
人
女
性
と
の
間
で
相
続
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る

な
ど
、
中
国
人

女
性
と
の
結
婚
を
め
ぐ
る
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
た
場
合
に
は
、
通
訳
や
弁
護
士
を
紹
介
し
た
り
公
安
局
（
警
察
）
へ
の
届
け
出
に
つ
い
て
案

三



内
し
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
個
人
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
総
領
事
館
と
し
て
で
き
る
こ
と
に
限
界
も
あ
り
ま
す
。
国

際
結
婚
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
認
識
し
、
相
手
方
と
日
頃
か
ら
十
分
意
思
の
疎
通
を
図
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
国
式
宴
会
で
の
乾
杯
に
ご
注
意

中
国
の
中
で
も
特
に
東
北
地
方
で
は
、
『
白
酒
（
バ
イ
ヂ
ュ
ウ
）
』
と
い
う
ア
ル
コ
ー
ル
度
が
三
十
度
か
ら
五
十
度
以

上
の
コ
ー
リ
ャ
ン
な
ど
を
原
料
と
し
た
蒸
留
酒
を
愛
飲
し
ま
す
が
、
こ
の
飲
み
過
ぎ
に
関
連
す
る
邦
人
の
死
亡
事
件
も
あ

り
ま
す
。
中
国
式
宴
会
で
は
、
こ
の
『
白
酒
』
を
小
さ
な
グ
ラ
ス
で
何
度
も
『
乾
杯
』
（
文
字
通
り
飲
み
干
す
）
し
ま
す

が
、
つ
い
飲
み
過
ぎ
て
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
酔
い
が
原
因
と
思
わ
れ
る
高
所
か
ら
の
転
落
事
故
や
嘔
吐
物

を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
の
死
亡
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
出
張
者
の
方
は
、
接
待
で
宴
会
に
招
か
れ
た
り
招
い
た

り
し
た
場
合
、
つ
い
中
国
の
文
化
に
合
わ
せ
て
無
理
に
お
酒
を
飲
ん
で
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
体
調
と
相
談
し
無
理
の
な

い
飲
み
方
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
旅
行
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
日
程
で

か
つ
て
旧
満
州
に
住
ん
で
い
た
方
が
昔
を
懐
か
し
ん
で
旅
行
に
来
ら
れ
ま
す
が
、
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が
多
く
、
旅

行
中
に
体
調
を
崩
さ
れ
て
当
館
に
相
談
に
来
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
方
に
は
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
日

四



程
で
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
当
地
で
の
医
療
は
高
価
で
あ
る
た
め
、
海
外
旅
行
傷
害
保

険
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス

貴
重
品
を
持
ち
歩
か
な
い
こ
と
。
や
む
を
得
ず
持
ち
歩
く
際
に
は
、
分
散
さ
せ
る
こ
と
。
当
地
と
の
歴
史
的
経
緯
を
踏

ま
え
、
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
必
要
以
上
に
誇
示
し
な
い
こ
と
。
単
独
行
動
は
な
る
べ
く
避
け
る
こ
と
。
ま
た
、

夜
間
や
裏
通
り
の
通
行
に
は
用
心
す
る
こ
と
。
」

と
の
論
考
（
以
下
、
「
論
考
」
と
い
う
。
）
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
「
論
考
」
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
と
手
続
き
を
経
て
掲
載

さ
れ
た
か
。

二

「
論
考
」
の
内
容
は
外
務
省
の
公
式
の
立
場
を
表
明
し
た
も
の
か
。

三

「
論
考
」
を
決
裁
し
た
外
務
省
の
責
任
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

「
論
考
」
で
は
、
「
東
北
三
省
は
、
旧
満
州
国
時
代
か
ら
中
国
に
お
け
る
重
化
学
工
業
基
地
と
し
て
中
国
経
済
を
支
え
て

き
ま
し
た
」
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
旧
満
州
国
の
定
義
如
何
。

五

「
論
考
」
で
は
、
「
当
地
は
日
本
と
歴
史
的
に
か
か
わ
り
が
あ
る
土
地
柄
の
せ
い
か
、
中
国
人
女
性
と
結
婚
す
る
日
本
人

五



男
性
が
多
く
、
結
婚
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
認
識
が
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
当
地
と
は
在
瀋
陽

日
本
国
総
領
事
館
の
管
轄
地
域
を
意
味
す
る
も
の
か
。

六

「
日
本
と
歴
史
的
に
か
か
わ
り
が
あ
る
土
地
柄
」
故
に
「
中
国
人
女
性
と
結
婚
す
る
日
本
人
男
性
が
多
」
い
と
「
阿
部
総

領
事
」
が
判
断
す
る
具
体
的
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

「
当
地
と
の
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
、
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
必
要
以
上
に
誇
示
し
な
い
こ
と
」
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
当
地
と
の
歴
史
的
経
緯
」
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
。

八

七
に
お
け
る
「
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
必
要
以
上
に
誇
示
し
な
い
こ
と
」
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
か
。

九

「
論
考
」
は
中
国
で
在
勤
す
る
外
務
省
職
員
の
認
識
と
し
て
日
本
の
国
益
に
適
う
も
の
と
外
務
省
は
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

六


